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200回 定 期 を迎 え て  日本音楽集団代表 田村 拓 男

46年前、日本音楽の新しい扉を開くことが出来
るのは「今を生きる私たち、あなたたちでは?」

との思いを共有する仲間らとともに日本音楽

集団結成に参加。爾来続いてきた現代邦

楽活動。1964年 、東京オリンピックの年に

開いた第1回目の定期演奏会から、つい

に大きな節目となる200回目の定期を迎

えました。これもご支援を賜った多くの

皆様方のお陰と感謝いたします。

今春、日本音楽集団の運営委員会が心

機一転若返りました。新しいパワーがこれ

からの集団を支え変革を期します。そして

200回 日を迎えた今回のステージはこれまで

とは一味違った演出で進められます。座付き

作曲家の一人、川崎絵都夫の大作く大河へ》
の新作・初演にメンバーたちは燃えています。

お楽しみいただけたら幸いです。

時勢の流れは文化活動に邁進する者たちにとって

安穏とはいえず、迫り来る厳しい現実を党悟せざるを

えません。今後とも皆様方の温かいご支援を賜ります
ようお願いいたします。

2部
～辰澤勝俊の世界～

2010年 9月 22日 [水 ]

午後7時開演

津田ホール

ラ』 :詈言藤量子手
暑漢套品套‖ 金皓 術創造活動特別推卸
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ム の ろ ま 人 形 (期 風土記より)1966年 畔 勝俊作曲

[大樟三味線]LL崎 千鶴子 [打楽器I]望月太喜之丞 [打楽器Ⅱ]仙 堂新太郎

～弐百回記念、日上相勤候～

2雷
と 太 鼓 (癖 絵幻想より Ю税年 畔 勝俊作曲

[笛 ]西川浩平 [尺八I]宮田耕八郎 水川寿也 [尺八Ⅱ]竹井誠 原郷隆 [尺人Ⅲ]米澤浩 渡辺淳
[三味線]簑田司郎 ll崎 千鶴子  [琵琶]田原順子 藤高理恵子
[竿 I]熊沢栄利子 田村法子  [等Ⅱ]桜井智永 佐藤里美 [十七絃]彦坂恵美 久本社子
[打楽器1]仙堂新太郎 多田恵子 [打楽器Ⅱ]望月太喜之丞 慮慶順
[指揮]田村拓男

ユ
流 し び な (彫雌 記より Ю66年 畔 雌 仙

[笛]西川浩平 [筆I]熊沢栄利子 [筆Ⅱ]桜井智永 [十七絃]彦坂恵美

4四 つ の 前 奏 曲 一 十 七 絃 に よ る 一 I、 Ⅲ 、Ⅳ 章 1975年 長澤勝俊作曲

[十七絃]官越 土 子

十 し絃が単なる低音の争でなく多くの可能性を秘めた独自の魅力に富む楽器であることは、今までに書かれた

すぐれた独奏曲や合奏曲の数々がこれをlJlら かにしています。

しかし、この
「 七絃のための作品もまだ数多いとはいえません。 私は、私なりの方法でこの楽器に少しでも新しい

領域を見出すことができれば、との思いを込め、この作曲にあたりました。

山は四つのそれぞれが独立したものであり、私の心にうつる十七絃のツЧつの面をえがこうとしたものです。

(初演プログラム作山者ノートより。宮本幸子委嘱作i.)

,キ
ジ 馬 (人形風土言己より)Ю66年 長澤勝俊作 山

[尺八1]宮 田耕人郎  [尺八Π]水川寿也  [打楽器 ]仙 堂新太郎
～ 朗 読 ～ 日本f拓男 脹 沢勝俊～音に命を吹き込む…長沢音楽のすべて』(2004年 発行)より

′三味線協奏曲Ю67年 畔勝俊作山
[独奏三味線]杵家七三

[笛]竹井誠  [尺八I]官 田耕八郎  [尺人Ⅱ]水川寿也  [琵琶]久保 田晶子
[筆I]桜井智永 田村法子  [争Ⅱ]山 田明美 佐藤里美  [十七絃]官越圭子 彦坂恵美
[打楽器I]仙堂新太郎  [打楽器Ⅱ]望月太喜之 77●

[指揮]田村拓男
三味線の持つさまざまな魅力を、独奏三味線と他の日本の楽2i群との対比で捉えた作品です。

第一章は紺樟三味線で華やかに、第二章は細樟の駒と撥を変えて沖縄の三味線風に、第三章は低音三味線で

民謡三味線風に作られています。
1967年に作曲され、同年日本音楽集団第6回定期演奏会で初演されました。



大 河 へ 川雌 都夫作曲 鄭 初演
[笛]竹井誠 陣業]西原祐三

[尺八I]※ 渡辺淳 米澤浩 [尺八Ⅱ]※原郷隆 水川寿也
[三 味線I]※守啓伊子 簑田司郎 [三 1木線Ⅱ]※簑田弘大 山崎千鶴子
[琵琶]※久保田晶子 ※藤高理恵子
[筆I]※ 田村法子 桜井智永 [筆Ⅱ]宮越圭子 熊沢栄利子
[十 七絃]※ 久本社子 九岡映美
[打楽器]※多田恵子 ※慮慶順 ※島村聖香
[客演指揮]金井俊文 ( x yrlxl.)

「大河へ J 川崎絵都夫

「源流から大河へ」・̈ 日本音楽集団の決意を表すコンサートタイトルは、その
まま曲名でもあります。記念すべき第200回の定期演奏会で、様々な感情や組織・

時代の大きな流れを邦楽大合奏で朗々とうたい上げるような曲を書きたいと思い

ました。

曲は単一楽章からなり、大河へ至る水の流れに様々な想いを重ねます。合奏
部分の間に各楽器のみのカデンツァ的な部分が挟み込まれています。各部分に

付いている小タイトルとカデンツァの楽器は次の通りです。

葉雫く(大河の元となる山奥の一滴の水の滴り)→雪解け→【尺八S01i】 →木もれ日(透明な水が
本もれ日を浴びて流れていく。ヤマメなどの美しい魚の姿も )→夜の森 (暗い森を秘やかに流れ
行く,Il)→急流→夜の森2→ 【竿&十七絃S01i】 →祭 (一夜明けると河川敷では夏祭りが行われ、
盆踊りや花火も)→ 【三味線Soli】 →嵐 (吹き荒れる嵐に翻弄され自らも激しく岩にぶつかり岩を削
り、奔流となって逆る水)→大地の歌 (恵みの水となって大地を潤し豊かな命を育む水)→ 【琵琶
Soli】 →大地の歌2→ 【尺人SOli】 →大地の歌3→ 【打楽器Soli】 →大河へ

新鋭・金井俊文さんの繊組|かつダイナミックな指揮と、若手団員のソリスティックな演奏を含むこ
の曲を聴いて頂き、日本音楽集団やこれからの日本の音楽についても何かを感じて頂けると大変
嬉しく思います。

〃鵬 絵都夫 (かわさヱつお)プロフイール

作曲家。1959年東京生まれ。魚座。A型。
東京芸術大学音楽学部作曲科卒業後、オーケストレー
ターとして活躍。並行して邦楽器、合唱、室内楽など
の委嘱作品発表を続けている。文学座・日生劇場を
始めとした舞台音楽も多数。
邦楽合奏作IIは 親しみ易い作風で広く演奏されて
いる。日本作山家協議会会員。
主な邦楽作品「イヒ織」「着き狼の夢J「竹市1之賦J「夏
夢三景」「よごと_rJ「 邦楽オペラ～隅田川」「 l■lと

光と大地のうた」「酒林のうたJ

金井俊丈 (かないとしあ、み)プロフィール

1984年群馬県出身。
桐 lll学 国大学音楽学部、洗足学 園音
楽大学大学院ファゴット専攻卒業。
2009年 、クルトマズア氏の指揮マスター

タラスにオーディションを経て参加、成績
優秀 者演奏会に出演。

指揮を秋山和慶、ファゴットと室内楽を

浅野高瑛、ツルフェージュを浅野敬子の

各氏にll事 。

現在、浅野高瑛氏との「 ■供のための

ワンダー キンダー・コンサートJ、 ハートフル フレンズ オー
ケストラ常任指揮者、各地オーケストラ、吹葵楽等の指輝
者として活動中。
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● 賽助会貝へ のお誘い ●
1999年 10月 、特定非常利活動法人曰木音楽集団が発足したのを契機に、養功会員を募集しています。
多くの方 か々らの支援を枠ぎ、思の長い活動の定着と発展を目指したく、ご協力をお願い申し上げます。

年 F・i 個人公員10,000円 (―ロス■)法人公員30,000円 (―口以上)

【賛助会員】五「許1賣

[法 人]

lXl全 音楽譜虫版社
lltl宦 木

'Pえ

助商店
NPO法人トリトン・アーツ・ネットワーク
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粋に愉しむ

〒152‐ 0003東 京都目黒区碑文谷21915
TEL 03(3792)8481 FAX 03(3792)8437
URL:httpフ 7kinko― do com/
E‐ ma‖ itokyo@k nko― do com

特定非常利活動法人

日本音楽集団
T Sl-0073 東京都渋谷区笹塚 3-17‐ 1滝沢ビル302 TEL03‐ 3378-4741 FAX03-3376-2033
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